
 



改訂版 

大聖寺（不動坊）の本尊と境内 
                                  加藤幸一 

大聖寺の秘仏本尊「不動明王像」 

秘仏の厨子の前には、通常参拝するお前
まえ

立
だち

（昭和 2 年奉納、像高約 61 ㎝弱、火炎を含めると 94 ㎝弱、岩座の

台石の高さは 30ｃｍ）があり、このお前立の後ろに厨子があるが、その扉を開いて現れる不動尊はこれも厨子の

中の秘仏お前立（像高約 52 ㎝程度でなぜか言い伝えの尺七寸とほぼ一致、火炎を含めると 82㎝程度、岩座の台

石の高さは 7.5ｃｍ）であって、そのお前立の後ろにまた扉があって「尺七寸」（51 ㎝）といわれる秘仏の本尊

が安置されている。酉年の平成 29 年は今までは 9 月 1 日から大会式の翌日の 5 日までであったが、第４１世の

加藤弘
こう

詔
しょう

氏の特別な計らいにより 9 月１日より 12 月 28 日迄、その厨子の中のお前立を厨子から出して、奥の

扉を開き秘仏をご開帳している。秘仏を納めた厨子の中のお前立のみならず秘仏までご拝見可能となっている。

厨子中のお前立の像高（52 ㎝、１尺７寸強）は秘仏の像高（42.5 ㎝）と比べるとやや大きい。秘仏の火炎を含め

た高さは 55ｃｍ程度である。秘仏の台石（岩座）の高さは 9.5ｃｍ程度である。（以上の計測は加藤幸一） 

秘仏の製作年代は室町末期との説がある。その根拠としては、あくまで推測ではあるが、良
ろう

弁
べん

創建説が伝える

奈良時代のはずがないとして、その後の天文
てんぶん

年間（1532～1554）の家鳴
や な り

不動伝説※の頃の製作ととらえたからで

はないだろうか。傾聴に値する室町末期造立説である。 

※大相模不動院を江戸時代に「家鳴不動」とも呼ばれたいわれは次の通りである。 

  天文年間（１５３２～５５）のこと。ある盗賊が不動坊に入り、本尊の不動明王像を盗んで江戸の某の家

（ある家）に持ち帰ったが、その夜、本尊を安置したその宿所は一晩中家屋が鳴動（音を立てて揺れ動くこ

と）したので、驚き慌てた盗賊は引き返してもとの場所にその本尊を戻したという。（以上、「越谷市の史蹟

と傳説」138 頁参照）その後、変事（よくない出来事）があれば鳴動することから江戸の目黒・目白・目赤

不動、総州（今日の千葉県あたり）の成田不動とともによく知られ、大相模の「家鳴不動」といわれていた。

そしてこの大相模の不動は成田・加須とともに関東の三大不動としていよいよ盛んになったという。 

「武州不動明王瑞像記
ず い ぞう き

」によると、この頃に不動坊は岩槻城主太田資
すけ

正
まさ

によって尊崇されるほどであったこと

から、これ以前に存在していたことは疑いの余地がない。本尊の不動明王像も同様に考えられ、明治 28 年 7 月

（本間清利説、一説には明治 26 年 6 月 16 日晩）の本堂などの焼失の際にも無事に持ち出され、今日まで長きに

わたり現存しているのである。 

この良弁による奈良時代の天平
てんぴょう

勝
しょう

宝
ほう

二年（７５０）創建説はよく知られるが、あまり知られていないもう一

つの説が「瑞像記」に記述されている。それは不動明王を尊崇していた翁の平安時代の延喜
え ん ぎ

年間（901～922）創

建説である。これにより本尊の不動明王像の造立
ぞうりゅう

については、実は室町末期よりもっと古く、密教とともに不動

明王像が広がっていく密教全盛の平安期、つまり延喜年間との可能性が大きいのではないだろうか。都から離れ

た片田舎の翁が延喜年間に大山
おおやま

不動で知られる大山寺
おおやまでら

（開山は天平勝宝７年）の影響を受けて早くも不動明王信

仰を取り入れ、「不動坊」（現・大聖寺）が建立され、良
ろう

弁
べん

作といわれる現在の秘仏「尺七寸」の不動明王像が安

置されたのであろう。つまり翁創建説によると尺７寸の秘仏は延喜年間の造立と強く推定することができる。 

 なお「瑞像記」には、寛文年間に紛失したという江戸時代以前の古誌に、この良弁創建の言い伝えが書かれて

いたと記述されている。ここには不動明王像を得るまでのいきさつが述べられており、その内容は今でもよく知

られている。今後も、良弁創建の寺院伝説として後世に大切に残していきたい。 

次に「武州不動明王瑞像記」の中で述べられている良弁創建説と翁創建説の二説を下記に紹介する。 

《良弁創建説》 

昔奈良にいた、良弁僧正(そうじょう)は、神のようにあらゆる方向を教化し、大きな利益を開き導き、方(まさ)

に東国に来て、相模国大山(おおやま)に（寺を建築する地を）卜（ぼく・占って選ぶ）して築き、心清らかに身

を修め一生懸命に励んでいた。その時、不動明王が形を現し、良弁を慰め諭した。良弁は仰ぎ見て、非凡な考え



が生まれ、自ら其の顔かたちを模倣して木に刻んだ［長さ一尺七寸（五十一．五㌢）］。おつきの人に負わせ、(行

く)所には必ず随行させた。此の村に来られた処、俄(にわか)に盤石（ばんじゃく・大きな岩）のように重くなり、

百人千人と雖（いえど）も之（これ）を持ち挙げることができない。そこで有縁（うえん）の地で、之（これ）

を留めるべき験（しるし）とわかった。将に此（ここ）に妥（やすら）かに奉ろうとし、誓って曰く「尊意なら

ば、前のように軽くなりますように。」と。試みに再び持ち挙げてみると、おおとりの羽毛のようにひらひらとし

ていた。ついに堂宇を創建して、安置し供養した。爾（そ）れ以来、郷は大相模と称し、山は真大山と号し、寺

は不動坊と名づけたと言う。（「武州大相模不動明王瑞像記」より） 

《翁創建説》 

相模国大山(おおやま)の尊像と、同木で刻してあり、（木の）根本を用いている。然るに延喜年間、一人の変わ

った翁がおり、庵(いおり)を結び（この）郷の古荒川(ふるあらかわ･今の元荒川[もとあらかわ]）の岸に住んでい

た。 身体は清流に沐浴し、外では潔斎(けっさい・心身の清め)を以て、心に仏乗（一切衆生をことごとく成仏さ

せる教え）を欣（よろこ）び、内では精進（しょうじん）を以て、常に（不動）明王に帰依し、復(ま)た余念がな

かった。日照り・長雨やはやり病（など）、凡そ難あれば、すぐに日夜郷里を巡行しては、明王真言（しんごん）

を唱え、救済を以て、其の効験（こうげん）が無いということはなかった。地元の人々は「生き不動」と呼んだ。

翁は相模国の大山へ詣でること、年に十(回)を以て数えた。その願いは霊験あらたかな像を得るという所にあっ

た。ある朝将（まさ）に彼（か）の山に赴かんとし、途中で平阜（へいふ・丘の上の平地）を歴（へ）て［即ち

今のお旅どころ］、ある苦行者に遇（あ）う［世に言う山臥（やまぶし）］。笈（きゅう・行脚僧や山伏などが、旅

の際、物を入れて背負って持ち運ぶ、竹で編んだ箱。おい。）を負い石の上に座り、あごひげ・髪の毛は垂れ下が

り、（その）威厳は尋常でなかった。翁、初めて会って、すぐ互いに旧友のようになった。行者曰く「あなたは何

を求めて、幾度も大山に行くのか。」と。翁は其の志(像の取得)を以て告げた。行者は髀（もも）を搏(う)って、

溜め息して感嘆して曰く「遭遇したのは奇縁かな、我は瑞像を持っていて、秘蔵すること久しく、たとえ値段の

付けられぬ貨（たから）だと言えども、之（これ）と交換したくないのだが、今あなたが懇ろに祈願しているの

に感じた。」と。則ち起立して笈を開き、不動明王像を出して、与えた。厳かで極めてものすごい威怒相は、人間

わざではなかった。行者は眉を張り像を指し、正座して翁に言って曰く「あなたは之（これ・この像）を知って

いるか、嘗（かつ）て良弁法師が、（不動）明王の真の身体を感得してご覧になり、手ずから（自分の手で）之（こ

れ）にのっとって作った物（者）こそ、此の像です。」と。置くとすぐ立ち去る。翁は怪しみながら行くところに

ついて行った。北へ百歩数えたところで、行者顧みて曰く「此の地は不動明王の霊験あらたかな寺（にふさわし

い）、須らく（ここに）安置せよ。」と。そこで忽然と姿を消す。翁は大いに驚き歓（よろこ）び躍（はね）て、

「おそらく是（これ）は大山の大聖（だいしょう・み仏）が私に授ける所であろう。」と思った。そこで爾（そ）

の処で茅を切り払って像を安置した。翁は亦（また）多年にわたって苦行し、

其の死去した所はわからないと言う。（「武州大相模不動明王瑞像記」より） 
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翁伝説（大相模不動明王瑞像記）と元荒川 

翁伝説によると、平安時代の延喜年間（901～922）のこと、古荒川の岸辺に住み、清流に沐浴して不動明王を

熱心に信仰していた翁（地元では「生き不動」と呼ばれた）がいた。相模国の大山にも何度も参詣している。 

ある日、大山に向かう途中で山伏に出あう。良弁作の不動明王像を授かる。出会った地点から北へ百歩数えた

地にお堂を建て、不動明王像を安置する。これが不動坊、後の大聖寺の始まりである。 

《元荒川の考察》 

歴史的には、古代・中世の元荒川（古荒川）は下総と武蔵の国境を流れる現在の隅田川（上流は利根川と呼ぶ）

の大河であった。江戸時代が近づくころになると、上流の利根川が権現堂川や庄内川方面に流れるようになった

ため、荒川となり、さらに江戸時代の寛永６年（1629）には熊谷の久下方面で流れが入間川方面に付け替えられ

ると元荒川（古荒川）と称されるようになる。 

享保１４年（１７２９）に書かれた「大相模不動明王瑞像記」には古代中世の隅田川ではなく、その後の、い

つの頃（中世末期から近世初期にかけて？）かに呼ばれ始めた古荒川（現在の元荒川）の名称を使っている。 

なお、秦野秀明氏の推測する小林に見られたと思われる「小林古川」（仮称）や高崎力氏が推測する古川（大成

町一丁目）についての解明は、今後の課題となる。 

  

大聖寺境内の変遷 

１．二天門の火災（「越谷市の史蹟と傳説」140 頁下段の３．仁天門より抜粋） 

享保四年頃建立 屋根は茅葺で両側に持国、毘沙門の二天像を安置し

た。階上に十六羅漢あり 口廊（※１）をめぐらす 明治二十二年十月

九日、町内（門前町を称す※２）の山崎湯屋（銭湯）より火災を生じ近

所十七軒を焼きつくし更に飛び火によって二天門の茅屋根に火が移り全

焼した この時佛像の眼が宝石であるといわれていたので太助坊（俗に

乞食坊主といわれる人々が食客として多数宿泊していた中の一人）は

火中に飛びこんだが遂に焼死してしまった。 

なお、昭和４年にも煎餅屋から出火し、七軒を焼失した。 

※１「回廊」の誤りか 

※２ 右下図参照（同 143 頁より抜粋） 

秋山幸一氏によると父（末広屋）からの話として「門前町に構え 

ていた商家が出火の責任をとり門前町から離れた所に移転させ 

られた」という。 

２．明治２８年の大聖寺火災（同 139 頁上段末尾と 140 頁上段より抜粋） 

 明治二十六年六月（※３）十六日晩の火災（原因については二説 

ないし三説ある）でその殆んどを焼滅してしまった当時の全貌を見 

よう“戦災前の浅草観音様に勝るとも劣らない規模” 西新井大師 

をして“せめて大相模不動様なみに参詣客があれば”となげかわし、 

更に驚くべし火災後の灰を買った海宝瓶太郎氏（浅草の金属商）を 

して“元荒川で灰を流して集めた金物で“二万円”をもうけたと豪 

語させた七堂伽藍はどんなであったろうか。 

 ※３ 大聖寺の火災は、境内にある「御座の松の碑」によると明治 

２８年７月が正しい。明治２６年６月は誤りである。    「越谷市の史蹟と傳説」143 頁より抜粋 

不
動
様
の
門
前
町 



                              

３．本堂（「越谷市の史蹟と傳説」140 頁下段と 141 頁上段より抜粋） 

本尊は良弁作といわれる尺七寸（一尺七寸）の白木像で秘仏として人に示さなかった。この前に知証（※４）

の刻んだ一尺三寸の立像（※５）を安置した。明治二十六年六月十六日（※３）折からの雨風に本堂回廊下附近

より発火し二日三晩焼元続けた結果さしもの大建築も土台石（※６）のみを残して灰となった。火災の原因につ

いて二、三の説あるも何れも確定的でない。大木で本堂は焼け 後 半分のいたましい姿で生きていたことは今

では楠（※７）のみとなってしまった。 

 さてこの火災で疑問となるのは本尊のことであるが、出火と同時に或る人が厨子を開けると小さい仏像一体し

かなかったので、これが本尊であろうと云われた。しかしこの時御本尊は他にあったので難を逃れたのは不幸中

の幸であった。 

 ※４ 知証とは、天台宗寺門派の祖、智証大師円珍を指すと思われる。 

 ※５ 通常拝観できる前立のすぐ後ろの厨子の中にある秘仏お前立（１尺７寸）を指すのであろうか。しかし

ながら新編武蔵風土記稿の西方村の中で記述されている智証の一尺三寸の長さの前立とは一致しない。

尺七寸と伝わる秘仏の長さと一致する。なお秘仏の像高は４２．５㎝（１尺４寸）で智証作の前立の一

尺三寸に近い。一般には前立より本尊の方が立派であるので、もしかしたら秘仏本尊と秘仏前立が入れ

替わった可能性はないであろうか。現在の秘仏と現在の秘仏の前立との関係は今後の課題である。 

※６ 現在、本堂の裏の道路沿いにあり。ここにかつて百庚申の塚があった。現在百庚申は東門参道に移転。 

 ※７ 楠とは、樟、クスノキのことである。ここでは現在の樹齢五百年といわれる天然記念物の「タブノキ」 

をさすと思われる。かつては地元ではクスノキと思われていた。明治２８年の火災に遭遇しながらも 

生き残る。落雷にもあって上の方の部分が折れたという。幹に空洞がみられる。 

４．大聖寺の明治の焼失以前の境内の様子 

明治２２年の二天門焼失、明治２８年の惣門を除く全焼以前の大聖寺境内の様子は以下の通りである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６は「利性院」と書かれている。「利生
りしょう

院」のことか。それとも「知性
ちしょう

院」の誤りか。 

５．焼失後の大聖寺の境内の様子（「越谷市の史蹟と傳説」142 頁下段より抜粋） 

 焼失により急造バラックを大正十二年九月一日迄は次の図のようであった（次の頁参照）。 
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  ※なお、図の脇に書かれたコメントには、焼失後に建てられた「本堂はトタン葺、講堂は末寺の安養院を 

移転（加筆：大正６年か）、大師堂は四条の妙音院を購入」と述べられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．関東大震災後 

（大正十二年九月一日の）大震災で本堂は倒壊、大師堂又くずれ、講堂はガタついたものの大樽に支えられて倒

壊はまぬかれた。この震災で再建寄附は中止となり急遽仮本堂を建てることになり、大師堂と講堂の材料で本堂

と庫裡を二万八千円で作り今日に至っている。  ※以上「越谷市の史蹟と傳説」142 頁下段より抜粋 

※本堂の建設には、本来の四条の妙音院（大師堂）の材料と本来の安養院（講堂）の材料を利用したのである。 

※本堂は大師堂と講堂の材料で４０人ほどの大工さんの手で、大正１４年に１年がかりで完成した。特に地震 

に耐えられるように気を配って作られている。その時の住職は第３８世の慶進（正式に住職となったのは 

大正１３年）である。 

 ※現在の本堂は、上図により焼失後に建てられた本堂の前の位置に再建され、あくまでも仮本堂ということに

なる。なお「宮殿
くうでん

厨子
ず し

」（現在の秘仏本尊を安置した厨子）は、大正６年（1917）３月に「前住職真島戒信」、

「現住職清水祐暢」の時に奉納されている。仏師は野田町の沼野仁之助である。 

 ※明治の焼失前の本堂の位置は、前の頁に掲載している「大相模不動尊全景」の境内図から、焼失後に建てら

れた上図の本堂のさらに後ろにあったと推測できる。 

「史蹟と伝説」138 頁下段 13行目～16行目に以下の記述があり参考までに抜粋する。文中〈大聖寺の〉は加筆。 

「即ち〈大聖寺の〉末寺のことで、次の五寺が近年まであった。安養院（大正六年境内に移転し現在は庫裡と

なる）、福寿院（明治四十三年合併）、智将院、利将院、東光院（廃寺）」 

一部加藤幸一加筆 

焼失をまぬかれた建物 

・東門（赤門） 

・黒門 

・黒門のそばの庫裡 

・滝ノ坊 

・総門（惣門・仁天門） 

左
図
は

「越
谷
市
の
史
蹟
と
傳
説
」1

4
2

頁
よ
り
抜
粋 

・
ト
コ
店
と
は
人
が
住
ま
な
い
出
店
。 
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昭
和

１
６

年
当

時
の

大
聖

寺
の
境

内
の

様
子
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

作
成

 
加

藤
幸

一
 

  

                              

上
記

の
紹

介
文

の
文

中
、「

お
し

ゃ
も
じ

橋
」
は
「
お

し
ゃ
も

じ
様
」
の
誤

り
で

あ
る

。
お

し
ゃ
も

じ
様

は
、
相
模

町
６

－
４
５

２

の
金

子
宅
（

他
に

移
転

）
裏
の

土
手
道

沿
い

に
あ

っ
た

。
願

い
が
か

な
う

と
、
お

し
ゃ
も

じ
を
奉

納
し

た
信

仰
が

か
つ

て
あ
っ

た
と

い
う

。
今

は
そ

の
名

残
は

全
く

な
い
。

 

上
記

の
文

中
の
「
安

楽
寺

」「
薬

王
寺
」
は
「
新

編
武

蔵
風
土

記
稿
」
の
西

方
村

の
項

に
基

づ
い
た

記
述

で
あ

る
が

、
東

方
村
の

項

の
中

で
は
「
安

楽
院

」「
薬
王
院

」
と
違

っ
て

記
載

さ
れ

て
い

る
。「

越
谷
市

史
 

続
資

料
編
（

一
）」

一
四

七
頁
の

古
絵
図

に
よ
っ

て

「
安

楽
院

」
と

の
名

称
が

正
し

い
こ
と

が
わ

か
る

。
ま

た
越

谷
市
立

図
書

館
所

蔵
の

絵
図

２
５
の

２
「

越
谷

市
内

の
大

成
町
周

辺
の

絵
図

そ
の

２
」

で
も

「
安

楽
院

」
「

薬
王

寺
」

と
記

載
さ

れ
て

い
て

「
安

楽
院

」
「

薬
王

寺
」

の
正

し
さ

が
裏

付
け

さ
れ

る
よ

う
だ

。
 

 

日
ひ

 枝
え

 神 社  

所 在 地 越 谷 市 相 模 町 六 丁 目 

日 枝 神 社 の 勧 請 年 は 不 詳 で あ る が 、 元 荒 川 を ひ か え た 

奥 州 街 道 に 面 し た 古 社 の 一 つ で あ る 。 も と は 山 王 社 と 称 

さ れ 、 東 光 院 、 利 生 院 、 神 王 院 、 安 楽 寺 、 薬 王 寺 、 観 音  

寺 の 六 寺 院 を 配 下 に お さ め て い た 大 き な 社 で あ っ た 。 そ 

の 後 江 戸 時 代 に 四 寺 が 大 相 模 大 聖 寺 の 塔 頭

た っ ち ゅ う

に 移 さ れ 、 一 

寺 が 廃 寺 と な っ た が 、 山 王 社 は 西 方 村 の 鎮 守 に 位 置 づ け 

ら れ た 。  

 明 治 の 初 年 山 王 社 は 日 枝 神 社 と 改 称 、 明 治 四 十 年 同 村 

の 八 幡 神 社 、 稲 荷 神 社 、 愛 宕 社 、 天 神 社 な ど を 合 祀 し て 

い る 。 現 在 は 大 山 咋

お お や ま く い の

命
み こ と

、 素 戔 嗚

す さ の お の

尊
み こ と

、 菅 原 道 真 、 大 己

お お な む

貴
ち の

命
み こ と

 

な ど 十 五 柱 を 祭 神 と し て 祀 っ て い る 。  

 境 内 に は 古 い 石 塔 は み ら れ な い も の の 、 神 社 に ほ ど 近 

い お し ゃ も じ 橋 と 称 さ れ た 祠 堂 に は 、 嘉 暦 三 年 （ 一 三 二 
八 ） 在 銘 の も の と 、 元 弘 三 年 （ 一 三 三 三 ） 在 銘 の 弥 陀 一 

尊 板 碑 が 神 体 と し て 祀 ら れ て い る 。  

 

 昭 和 六 十 一 年 三 月 

                  埼 玉 県 

 



大聖寺
だいしょうじ

の惣門
そうもん

（仁王門、山門）の創建年代 
――正徳 5 年創建とするのは誤り、文化元年創建が正しいーー 

 

大聖寺の山門に関しての記念碑「惣門修繕碑」が惣門のそばに建っている。「惣門修繕碑」（惣門とは、外構え

の大きな正門を意味し、現在の仁王門に当たり、山門とも呼ばれている）は、明治２１年（１８８８）４月に建

立されたもので、これによると惣門は文化元年（１８０４）の創建とされる。これにより、今まで言われてきた

正徳 5 年（１７１５）は誤りであるとわかった。惣門修繕碑の全文は以下の通りである。 

 

「二王門なきは法に非
あらず

と発願
ほつがん

し 十方
じっぽう

の信者に助成を得て 文化元年十二月 始
はじめ

て瓦葺
かわらぶき

の大惣門建立
こんりゅう

」、 

つまり、「仁王門がないのはだめだとして、文化元年（１８０４）十二月、初めて瓦葺きの大惣門（仁王門）を建

立する。」としている。 

その後の経過についても次のように記されている。 

「嘉永元年（１８４８）に大破する。そこで再建し屋根を銅板葺きにする。明治１３年（１８８０）に損破する。

修理しにくいのを修理し、明治１７年（１８８４）に屋根が銅板葺きの惣門（仁王門）が完成する。」 

つまり、「仁王門である惣門は、文化元年（１８０４）に創建され、その後に大破したり、破損したりして 2 度

にわたって修繕を行った。」とのことである。 

では、「正徳 5 年」という年代はどこから出てきたのか。次に触れたい。 

享保１４年（１７２９）に作られた「大相模不動明王瑞像記」によると、現在の山門と本堂との間に存在した

二天門は、楼上に釈迦三尊像・十六羅漢像、下に持国天・多聞天の二天像を安置していて、享保１４年の１４年

惣門
そうもん

修繕
しゅうぜん

碑
ひ

 

夫
それ

 積善徳行の基礎朽
くち

る事あらんや 爰
ここ

に当寺廿三世の住
じゅう

 木食
もくじき

戒円師 二王門 

なきは法に非
あらず

と発願
ほつがん

し 十方
じっぽう

の信者に助成を得て 文化元年十二月 始
はじめ

て瓦葺
かわらぶき

の大 

惣門建立
こんりゅう

し 後
の

ち嘉
か

永
えい

元歳
ねん

に至り 経る事四拾五年にして大破す 時に三十世の 

信
しん

剛
ごう

比丘
び く

 広く有志を受
うけ

 再興し 屋根を銅版に葺換
ふきかえ

す 永世不朽と思
おもい

の外
ほか

 

明治十三年に及て 僅
わずか

に三拾余年にして損破
そ ん ぱ

す 修補成り難
がたき

を 西方
にしかた

 東方
ひがしかた

  

見
み

田方
た か た

 三村の信徒同盟五十余名 一致相
あい

議し 懇篤
こんとく

世話方に尽力す 八方  

有信
ゆうしん

の浄財を納得
のうとく

し 明治十七年に至り 修繕銅版葺落成す 宜
むべ

なる哉
かな

 是
これ

即ち  

本尊明王の威徳と衆庶
しゅうしょ

の功徳と利益
り や く

感応
かんのう

して成就する所謂
ゆ え ん

なり 因
より

て 衆
しゅう

  

有志に報るに 五穀成
じょう

満
まん

 家内安全 子孫繁昌
はんじょう

の祈念怠
おこた

る事なし 其
その

功
こう

勲
くん

を 

碣
いしぶみ

に勒
ろく

して 後覧
こうらん

の為に備
そなえ

んと 爾云
しかいう

 

       明治二十一年四月        当寺三十二世 住 真島
ま じ ま

戒
かい

信
しん

 謹 誌
つつしんでしるす

 

 



前である正徳５年（１７１５）に創建されたという。二天門が創建されたとされる正徳５年に、同じ大事業であ

る仁王門も同時に創建されたとは考えにくい。しかもこの瑞像記には「仁王門」（惣門、山門）についてはどこに

も触れられていない。享保１４年の時点では、仁王門はまだ存在していなかったのである。つまり二天門の創建

した正徳 5 年の年代を、仁王門の創建年代として誤って解釈したと思われる。 

越谷市教育委員会では、現在「山門は正徳五年（一七一五）に建立した茅葺き屋根であったが文化元年（一八

〇四）瓦葺きとなり、その後破損、明治十七年修繕して銅板葺きが完成し今日に至っている。」つまり「正徳 5 年

に茅葺屋根の惣門が建立され、文化元年に瓦葺屋根の惣門が再建された」として文化元年再建説を述べている。 

「山門は聖徳５年に建立した茅葺屋根」との記述には納得できない。しかしながら惣門のあるこの地点は大聖

寺境内の正面入口にあたることから、文化元年に立派な瓦葺屋根の仁王門が建立される以前にも単なる山門（仁

王像は安置されていない）が既にあったと強く推認できる。その点で文化元年再建説はありうる。 

 

「大相模不動明王瑞像記」の「二天門」に該当する部分を取りだして以下に紹介する。 

 なお正徳５年に創建された二天門は、明治２２年（１８８９）に門前町の風呂屋の失火がきっかけで飛び火し

て焼失し現在はない。二天門のみの焼失で済んだのである。二天門の焼失から６年後の明治２８年（１８９５）

に今度は本堂などが焼失する大火災にあうが、この仁王門（惣門、山門）のみが助かり、その後の震災・戦災に

も免れ、今日に至るまで無事に残っている。文化元年（１８０４）に創建された仁王門は 2 度の火災を免れてき

たのである。 

 大聖寺の惣門の創建年代の正徳 5 年の誤りに関することは、私が問題提起した「川のあるまち」第９号（H3

年 3 月刊）「正徳５年造立とされる大聖寺山門について」をご覧願いたい。 

                                

平成３０年２月２２日  加藤幸一 

 

 

                「大相模不動明王瑞像記」 

原文 

 先於是、正徳乙未年、元新建楼門、規製施巧、締搆尽意、楼上安釈迦三尊十六羅漢像、門則置持国多聞二天

像、以為群生帰入之標、 

訳文 

 是（これ）より前に、正徳 5 年の乙未年、隆元は楼門（二階作りの門）を新たに建て、様式は巧を施し、

こしらえは意を尽くした。楼上には釈迦三尊像・十六羅漢像を安置し、門の側（かたわ）らには、持国・多

聞の二天像を置き、多くの人々の帰依の目印とした。 



今はなき大聖寺の「二天門」 

                 加藤幸一 

１．二天門の焼失 

正徳５年（1715）に創建の二天門は明治２２年（1889）の門前町の山崎湯屋出火の時の飛び火により茅葺に移

り焼失した。これは焼失前の貴重な複製写真（大正５年１１月）である。 

二天門には持国天と多聞天（毘沙門天）が祀られていた楼門形式の門である。この後ろに現在の惣門よりもは

るかに背の高い立派な本堂の屋根の一部が見られる。本堂というものは二天門や惣門よりも高いことは当然であ

る。この本堂は現在の本堂の位置よりさらに後方にあり、現在の本堂の裏の百庚申のあった塚跡の手前（南側）

にあった。この百庚申塚跡に本堂の礎石が放置されている。その礎石をみると、いかに大きかったかがわかる。

この江戸時代の本堂は明治２８年に焼失している。 

大聖寺宝物殿保管の「真大山仁天門原景 大正五年十一月復寫」より 

      二天門の図は「新編武蔵風土記稿」より抜粋し、この写真の上に加えた 

 

２．二天門の位置 

上記の写真の中に二天門の前に置かれた石灯篭が一対見られる。屋号が「馬喰
ば く ろ

長
ちょう

」と呼ばれた石塚家が率いる

馬口労（博労）連中が寛政元年（１７８９）３月に造立したものである。この石灯篭は、次の頁の写真に示すよ

うに現在東門に通じる道に移転されている。この石灯篭が置かれた位置は次の頁の写真に示す現住職である加藤

弘詔氏が立っておられる所である。現在の石灯籠よりも本堂側にあったことがわかる。今は無き二天門は、この

石灯籠跡よりも本堂側にあったことになる。 

かつての二天門の位置は、以下の通り。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成にあたっては「2006 年 12 月のゼンリン住宅地図」を使用 

一対の石灯篭は現在、東門の参道の北側に移転 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         馬と猿（向かって右上）           ２頭の馬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年１２月撮影 

 

※向かって左の写真には現在の石灯篭がみられる。奥には惣門が写っている。かつての石灯籠はこれ 

よりも本堂側にあったことがわかる。 

 

 

 

 



 



 

【 



終戦までの大聖寺の梨市】 

 

以下は、相模町二丁目二二三八の 池田仁 氏からの聞き取りをまとめたものである。 

 

毎年行われる九月四日の「梨市」は、近郷近在はもとより、遠方からの老若男女の参詣人、行楽客で終日にぎわった。 

二、三日前から見世物、サーカスなどの舞台が作られ、チンドン屋で派手に巡回宣伝された。 

本堂裏の元荒川には舟橋が架けられ、表や裏門通り近くに自転車預かり所が設営され、東武線浅草駅からの臨時電車、越ヶ

谷駅前からの臨時バスダイヤが編成され準備万端整う。 

当日、市川・流山産の梨、その梨商人が境内、県道沿い、元荒川土手沿いの空き地に早朝より出店、その数百店は下らない。 

九時近くから参詣人が、わに口を響かせ、境内を埋め尽くす。興行者の笛・太鼓の音、各店の客への呼び込み、益々活況を

呈する。参詣人の大多数は竹かごか、網に梨を買い求めて帰る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

大相模郷より越ヶ谷町の中町までの往古奥州道 明治１３年測量の迅速測図 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 平成 20 年度版 こしがや案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 



 

 



 

 



 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

   



大
相
模
地
区
の

「新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」 

加
藤
幸

一 

 

雄
山
閣
発
行
の

「新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
を
も
と
に
作
成
し
た
。 

（

 

）
内
の
文
字
及
び
※
の
文
章
は
、
加
藤
が
加
筆
し
た
。 

 

○
西
方

に
し
か
た

村 
 

附
つ
け
た
り

持
添

も
ち
ぞ
え

新
田

し
ん
で
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
八
条
領
に
属
す
る
。 

 
 

※
持
添
新
田
と
は
、
「反
高

た
ん
だ
か

は
あ
る
が
新
田
村そ

ん

居き
ょ

の
農
民
が
不
在
の
土
地
」 

（秋
葉

一
男
氏

『
見
沼
の
歴
史
』
の
見
解
よ
り
） 

 

西
方
村
は
大
相
模

お

お
さ

が

み

郷ご
う

に
属
す
、
古

い
に
し

へ
え

は
、
東
方

ひ
が
し
か
た

・
見み

田
方

た

か

た

・
当
村

（西
方
）
を
合

あ
わ
せ

て
大
相
模
郷
と
云い

ひい

し
が
、
其そ

の

後
、
分ぶ

ん

郷ご
う

の

と
き
、
当
所
は
其そ

の

郷
中

ご
う
ち
ゅ
う

の
西
に
当あ

た

れ
る
を
も
て
、
か
く
名
付

な

づ

く
と
、
村
内

そ
ん
な
い

大
聖
寺

だ
い
し
ょ
う
じ

不
動
の
来
由

ら

い

ゆ

に
、
此こ

の

郷
の
名
義

め

い
ぎ

を
の

（載
）
す
、

且か
つ

当
国

（武
蔵
国
）
七
党
野の

与よ

の
系
族
八
条

は
ち
じ
ょ
う

・
金か

な

重し
げ

・
渋
江

し

ぶ

え

氏
の
人
多
く
此こ

の

辺
あ
た
り

に
つ
ど
ひい

、
今
も
村
名
に

（こ
れ
ら
の
名
前
が
付

け
ら
れ
て
）
の
こ
れ
り
、
さ
れ
ば
其そ

の

系
図
に
の
せ
た
る
、
大
相
模
能よ

し

高た
か

及
び
能よ

し

忠た
だ

な
ど
い
へ

え

る
は
、
当
所
に
住

じ
ゅ
う

し
、
在
名

ざ
い
み
ょ
う

（住
ん

で
い
る
地
名
）
を
称
せ
し
こ
と
知
る
べ
し
、
か
た
が
た
以

も
っ
て

旧
地

（昔
か
ら
の
古
い
地
名
）
な
る
こ
と
は
論
ず
る
に
及
ば
ず
、
江
戸
よ

り
の
行
程
五
里
余

あ
ま
り

、
民
家
百
六
十
、
東
は
東
方

ひ
が
し
か
た

村
、
西
は
瓦

か
わ
ら

曽
根

そ

ね

村
、
南
は
登
戸

の
ぼ
り
と

村
、
北
は
小
林

こ
ば
や
し

村
に
接
せ
り
、
日
光
街
道
、
村

の
西
界

に
し
さ
か
い

を
貫と

お

り
、
東
西
十
五
町
、
南
北
十
八
町
許

ば
か
り

、
（家
康
の
）
御
入
国

（天
正
十
八
年
、
一
五
九
〇
年
）
以
来
御
料
所

ご
り
ょ
う
し
ょ

な
り
し
を
、

寛
文
十

一
年

（
一
六
七

一
）
村
内
を
裂さ

き

て
萬ま

ん

年ね
ん

佐さ

左ざ

衛
門

え

も

ん

に
賜た

ま

はわ

り
、
残
り
し
所
を
延
宝
七
年

（
一
六
七
九
）
、
堀
田
筑
前
守
に
賜た

ま

ひい

し
が
、
元
禄
十

一
年

（
一
六
九
八
）
又
御
料
所
に
復
せ
り
、
よ
り
て
今
、
御
料
と

（萬
年
）
佐
左
衛
門
が
知
行

ち
ぎ
ょ
う

な
り
、
検
地
は
寛
永

四
年

（
一
六
二
七
）
興
津

お

き

つ

角か
く

左ざ

衛
門

え

も

ん

、
鈴
木
藤と

う

兵
衛

べ

え

糺た
だ

せ
り

（改
め
直
す
）、
外ほ

か

に
、
享
保

き
ょ
う
ほ
う

十
六
年

（
一
七
三

一
）
・
同

（享
保
）
十

八
年
の
二
度
、
伊
奈
半
左
衛
門
、
寛か

ん

延
え
ん

二
年

（
一
七
四
九
）
吉
田
源
之
助
、
明
和

め

い

わ

七
年

（
一
七
七
〇
）
遠
藤
兵

ひ
ょ
う

右え

衛
門

も

ん

が
検
地
せ
し

新
田
あ
り
、
当
村
の
持
添

も
ち
ぞ
え

な
り
、 

※
中
世
の
大
相
模
郷
と
は
、
西
方

（山
野
地
区
を
除
く
）、
見
田
方

（飯
島
地
区
を
除
く
）、
東
方
の
地
域
を
さ
す
の
で
あ
る
。 

※
大
相
模
二
郎
能
高

（よ
し
た
か
）
の
子
孫
が
、
能
高
以
降
現
在
地
に
住
み
続
け
て
い
る
大
成
町
二
の
三
三

一
の
一
の
二
十
七
代

当
主
中
村
頴
司

（え
い
し
）
宅
で
あ
る
。
享
保
十
五
年

（
一
七
三
〇
）
に
大
相
模
姓
を
中
村
と
改
称
し
て
い
る
。 

 

※
中
世
の
大
相
模
郷

（現
在
の
西
方
、
東
方
、
見
田
方
の
地
域
）
が
江
戸
時
代
に
な
っ
て
西
方
村
、
東
方
村
、
見
田
方
村
の
三
村 

に
分
村
し
た
と
読
み
取
れ
る
。 

     



 
 

東
方
の
観
音
寺
に

「大
相
模
村
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
歴
史
解
明
に
貴
重
な
石
塔
が
あ
る
。 

 

 

    

 

こ
の
石
塔
に

「大
相
模
村
」
の
文
字
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
大
相
模
郷
が
江
戸
時
代
の
徳
川
家
の
政
権

に
な
っ
て
、
ま
ず
こ
の
地
域
に
大
相
模
村
が
誕
生
、
そ
の
後
、
分
村
し
て
西
方
村
、
東
方
村
、
見
田
方
村
の
三
つ
の
村
に
わ
か

れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
相
模
村
は
明
暦
二
年
以
前
に
既
に
誕
生
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
相
模
村
の
正
確
な
誕

生
や
分
村
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
こ
の
石
塔
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 

※
万
年
氏
は
、
西
方
村
内
に
知
行
地
を
持
つ
旗
本
で
あ
る
。 

※
こ
こ
で
い
う

「伊
奈
半
左
衛
門
」
は
、
伊
奈
半
左
衛
門
忠
順

（た
だ
の
ぶ
）
の
跡
を
継
い
だ
伊
奈 

半
左
衛
門
忠
達

（た
だ
み
ち
）
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。 

高
札
場

こ
う
さ

つ
ば 

村
の
中
程
に
あ
り
、 

 

小
名

こ

な 

三
谷

さ

ん

や

（山
野
）
組 

藤
塚

ふ
じ
つ
か

組 

田た

向
む
か
い

組 

西
方

に
し
か
た

組 

松ま
つ

土
手

ど

て 

 
 
 
 

※
松
土
手
は
葛
西
用
水
の
取
水
口
の
北
の
川
の
中
の
中
洲
に
松
圦

ま
つ
い
り

を
と
も
な
っ
て
あ
っ
た
。 

元
荒
川

も
と
あ
ら
か
わ 

西
の
方か

た

を
流
る
、
隣

村

と
な
り
む
ら

瓦
曽
根
村

か
わ
ら
そ
ね
む
ら

溜た
め

井い

の
続
き
に
て
、

則
す
な
わ
ち

こ
ゝ
に
石
堰

い
し
ぜ
き

を
設も

う

く
、
是こ

れ

は
延え

ん

宝ぽ
う

六
年

（
一
六
七
八
）

公
お
お
や
け

よ



り
築

き
ず
き

立た
て

ら
れ
、
八
条

は
ち
じ
ょ
う

・
淵
江

ふ

ち

え

・
越
ヶ
谷

こ

し

が

や

・
新
方

に
い
が
た

・
岩
槻

い
わ
つ
き

・
谷や

古
田

こ

た

・
西
葛

に

し

か

西さ
い

七
ヶ
領
の
預
る
所
な
り
、
又
此こ

の

溜た
め

井い

に
設も

う

く
る
圦い

り

十
六
ヶ
所
、

夫そ
れ

よ
り
引
分

ひ
き
わ
か

つ
、
用
水

・
悪
水

あ
く
す
い

合
あ
わ
せ

て
二
十

一
ヶ
所
、
其そ

の

各
渠ほ

り

に
架か

す
る
橋
五
十
三
ヶ
所
あ
り
、
こ
の
川
に
河
岸
場

か

し

ば

あ
り
、
安
永

あ
ん
え
い

元
年

（
一

七
七
二
）
願
ひい

上あ
げ

て
河
岸
場
と
な
せ
り
、
当
村
此こ

の

水
元

み
ず
も
と

ゆ

へ
え

久
ひ
さ
し
く

霖
な
が
あ
め

暴ぼ
う

雨う

の
時
は
、
第

一
に
水
災

す
い
さ
い

を
被

こ
う
む

れ
ど
、
組
合
の
輩

や
か
ら

は
己お

の

が
村
々

の
事
の
み
に
奔
走
し
来
り
て
、
力
を
助
く
る
者
な
く
、
又
旱
魃

か
ん
ば
つ

の
時
は
領
中
よ
り
交か

わ

る
交が

わ

る
来き

た

り
て
水
の
分
量
を
な
し

（調
節
し
）、
其そ

の

村
々

へ
引
漑

ひ
き
そ
そ

ぐ
ゆ

へ
え

、

聊
い
さ
さ

か
他
村
よ
り
多
く
引ひ

き

用も
ち

ゆ
る
こ
と
あ
た
はわ

ず
、
誠
に
近
郷

き
ん
ご
う

比ひ

ひ

（比
比
、
み
な
同
じ
状
態
に
あ
る
さ
ま
）
ま
れ
な
る

難

渋

な
ん
じ
ゅ
う

の
村
な
り
、
よ
り
て
常
に
明
俵

あ
き
だ
わ
ら

（中
身
が
空
に
な
っ
た
俵
）
一
万
余

あ
ま
り

、
縄な

わ

三
千
房ふ

さ

を
た
く
はわ

へ
、
其そ

の

備

へ
え

と
な
す
、
享

保

き
ょ
う
ほ
う

十

一
年

（
一
七
二
六
）
、

公
お
お
や
け

へ
願
上

ね
が
い
あ
げ

、
小
屋
を
結
び
、
定

さ
だ
め

杭ぐ
い

を
た
て
、
事
あ
る
時
は
役
人
来き

た

り
て
村
民
を
指
摩

（「指
図
」
の
意
味
か
）
し
、
其そ

の

難
を
救
はわ

し
む
と
云い

う

、
尚な

お

瓦
曽
根
村
溜
井
の
条
あ
はわ

せ
見
る
べ
き
な
り
、 

※
延
宝
六
年

（
一
六
七
八
）
の
石
堰

（瓦
曽
根
堰
）
は
、
本
間
清
利
氏
に
よ
る
と
寛
文
四
年

（
一
六
六
四
）
に
で
き
た
と
推
定
し
て
い
る
。

現
在
の
し
ら
こ
ば
と
橋
の
真
下
あ
た
り
に
あ
っ
た
が
、
大
正
年
間
の
赤
水
門
の
建
設
に
よ
り
赤
水
門
の
少
し
下
流
に
あ
っ
た
石
堰
は
撤
去

さ
れ
、
し
ら
こ
ば
と
橋
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
は
そ
の
石
堰
の
基
礎
部
分
の
残
骸
が
取
り
残
さ
れ
て
い
た
。
現
在
の
し
ら
こ
ば
と
橋
の
建
設

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
そ
の
貴
重
な
基
礎
部
分
の
石
も
あ
と
か
た
も
な
く
処
分
さ
れ
、
石
堰
の
名
残
と
な
る
も
の
は
現
在
全
く
な
い
。 

山
王
社

さ
ん
の
う
し
ゃ 

村
の
鎮
守
な
り
、
別
当
東
光
院
本
山
修
験
、
葛
飾
郡
幸
手
不
動
院
の
配
下
な
り
、
当
社
元

も
と

大
社

た
い
し
ゃ

に
て 

六
佚

ろ
く
い
つ

（「六
人
の
世
捨
て
人
」
と
い
う
意
味
か
）
の
僧
あ
り
し
と
云い

う

（山
王
社
は
配
下
に
六
ヶ
寺
を 

有
し
て
い
た
）
、
東
光
院

と
う
こ
う
い
ん

は

即
す
な
わ
ち

其そ
の

一
ひ
と
つ

に
て
、

余
あ
ま
り

の
五
寺
は
利
生
院

り
し
ょ
う
い
ん

・
神し

ん

王
院

の
う
い
ん

・
安
楽

あ
ん
ら
く

寺

（「安
楽 

院
」
の
誤
り
）
・
薬
王
寺

や
く
お
う
じ

・
観
音
寺

か
ん

の
ん
じ

是こ
れ

な
り
、
利
生
院

り
し
ょ
う
い
ん

は
今
大
聖
寺

だ
い
し
ょ
う
じ

の
塔

頭

た
っ
ち
ゅ
う

（大
寺
院
の
境
内
に 

あ
る
小
寺
院
、
大
寺
院
に
所
属
し
脇
寺

わ
き
で
ら

と
も
い
う
）
に
て
、
神し

ん

王
院

の
う
い
ん

は
廃
し
、
其そ

の

余
あ
ま
り

の
三
寺

（安 

楽
院

・
薬
王
寺

・
観
音
寺
）
は
東
方

ひ
が
し
か
た

村む
ら

に
こ
れ
あ
り
、 

※

「安
楽
寺
」
「薬
王
寺
」
は
、
東
方
村
の
項
で
は

「安
楽
院
」
「薬
王
院
」
と
異
な
っ
て
記
載 

さ
れ
て
い
る
。
「安
楽
寺
」
は

「越
谷
市
史

・
続
資
料
編

（
一
）
の
一
四
七
頁
の
古
絵
図
で 

は

「安
楽
院
」
（
☜
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
安
楽
院
が
正
し
い
。
（解
読 

加
藤
幸

一
） 

             



さ
ら
に
次
の
古
絵
図
に
よ
っ
て

「薬
王
院
」
で
は
な
く

「薬
王
寺
」
（
☜
）
が
正
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵
の
絵
図
２
５
の
２

「越
谷
市
内
の
大
成
町
周
辺
の
絵
図
そ
の
２
」 

                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解
読 

加
藤
幸

一 

 

ま
た
、
「越
谷
市
史
三 

史
料

一
」
の
八
八

一
頁
の
下
段
に
は
、
「安
楽
院
」
「薬
王
寺
」
と
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。 

以
上
か
ら
、
「安
楽
院
」
「薬
王
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
安
楽
寺
、
薬
王
院
は
誤
り
で
あ
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
東
光
院
は
山
王
社

（現

・
日
枝
神
社
）
の
別
当
寺
で
、
山
王
社
の
東
隣

一
帯
の
空
地
あ
た
り
に
あ
っ
た
。
利
生
院
は
現
在
の
十

一

面
観
音
堂
、
そ
の
裏
の
北
側

一
帯
に
は
安
養
院
が
あ
っ
た
。
神
王
院
は
山
王
社
の
西
側

一
帯
に
あ
っ
た
。

一
方
、
東
方
の
安
楽
院
は

東
方
村
の
鎮
守

・
久
伊
豆
社
の
東
方
百

ｍ
あ
た
り
、
薬
王
寺
は
東
方
の
南
馬
場

（ば
ば
）
自
治
会
館
の
西
北
西
八
十

ｍ
あ
た
り
、
北

北
西
五
十

ｍ
に
は
十
王
堂
が
あ
っ
た
と
い
う
。
観
音
寺
は
大
成
町

一
丁
目
の
現
在
の
観
音
寺
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

○
八は

ち

幡
社

ま
ん
し
ゃ 

東
光
院

と
う
こ
う
い
ん

の
持も

ち

、 

☜ 



 
 
 
 
 
 

 
不
動
堂

ふ
ど
う
ど
う 

縁
起

え

ん

ぎ

の
略
に
、
往
古

お

う

こ

、
良ろ

う

弁べ
ん

僧

正

そ
う
じ
ょ
う

相

州

そ
う
し
ゅ
う

大
山

お
お
や
ま

開

闢

か
い
び
ゃ
く

の
時
、

面
（
マ
マ
）(

「地
面
」
か)

の
あ
た
り
、
不
動
の
霊
容
を
拝
し
、
其そ

の

尊
像

を
刻
ま
ん
と
て
、
先ま

ず

其そ
の

木
の
根
本
を
も
て

一
刀

い
っ
と
う

三
礼

さ
ん
れ
い

し
、
一
像
を
彫
刻
し
、
是こ

れ

を
大
山

お
お
や
ま

根
本

こ
ん
ぽ
ん

不
動

ふ

ど

う

と
名
付
く
、
大
聖
寺

だ
い
し
ょ
う
じ

開
山
の
僧

（と
な
る
）

不
動
坊
と
い
へ

え

る
者
、
夢
の
告つ

げ

に
任
せ
、
彼か

の

像

（「大
山

お
お
や
ま

根
本

こ
ん
ぽ
ん

不
動

ふ

ど

う

」
の
像
）
を
負お

い

出い
で

て
当
所
に
来き

た

り
け
る
が
、
俄

に
わ
か

に
笈お

い

（修
験
者

し
ゅ
げ
ん
じ
ゃ

や
行
脚

あ
ん
ぎ
ゃ 

僧そ
う

な
ど
が
背
中
に
負
う
入
れ
物
で
、
四
隅
に
脚
が
つ
い
て
戸
に
よ
り
開
閉
す
る
箱
）
重
く
な
り
け
れ
ば
、
是こ

れ

こ
そ
有
縁

う

え

ん

の
地
な
ら

ん
と
て
、
遂つ

い

に
当
山

と
う
ざ
ん

に
安
置
せ
り
、
よ
り
て
山

や
ま

を
真し

ん

大た
い

と
号
し
、
地ち

を
大
相
模
と
称
し
、
且か

つ

其そ
の

不
動
坊
又

ま
た

不
動
院
と
い
ひい

、
僧
俗

（僧
侶
と

俗
人
）
の
尊
崇

そ
ん
す
う

斜
な
な
め

（世
の
常
）
な
ら
ず
、
天て

ん

正
し
ょ
う

十
八
年

（
一
五
九
〇
）
、
東
照
宮

と
う
し
ょ
う
ぐ
う

（家
康
）
御
入
国

ご
に
ゅ
う
こ
く

あ
り
、
大
聖
寺

だ
い
し
ょ
う
じ

の
住

侶

じ
ゅ
う
り
ょ

（住
職
）

定

伝

じ
ょ
う
で
ん

と
い
へ

え

る
も
の
高
徳
た
る
に
よ
り
、
御
帰
依
浅
か
ら
ず
、
同マ

きマ

（天
正
）
十
九
年
、
寺
領
六
十
石
を
賜
はわ

り
、
慶
長
五
年

（
一
六
〇

〇
）
下
野

し
も
つ
け

小
山

お

や

ま

御
帰
陣

ご

き

じ

ん

の
砌

み
ぎ
り

、
当
地

へ
渡と

御ぎ
ょ

（お
出
ま
し
）
あ
り
、
関
ケ
原
御
陣

ご

じ

ん

の
御
願

お
ね
が
い

を
懸か

け

ら
れ
、
御
太
刀

お

た

ち

を
納

お
さ
め

さ
せ
賜た

ま

ひい

し
が
、

御
利
運

ご

り

う

ん

（よ
い
め
ぐ
り
あ
わ
せ
）
の
日
に
当あ

た

り
、

著
い
ち
じ
る

し
き
霊
験

れ
い
げ
ん

あ
り
け
れ
ば
、
是こ

れ

よ
り
世
の
人

弥
い
よ
い
よ

崇
敬
し
、
毎
年
正

・
五

・
九
月

（の

三
回
ご
と
）
に
は
会
式

え

し

き

（法
会

ほ

う

え

）
を
興
行

こ
う
ぎ
ょ
う

す
と
見
え
た
り
、
此こ

の

余
あ
ま
り

さ
ま
ざ
ま
の
事
を
書か

き

綴つ
づ

れ
ど
、
妄
誕

も
う
た
ん

（根
拠
の
な
い
内
容
）
に
亘

わ
た

れ
ば

取
ら
ず

（そ
の
他
の
様
々
な
事
を
こ
こ
で
は
採
用
し
な
い
）
、
本
尊
良ろ

う

弁べ
ん

の
作
は

一
尺
七
寸

許
ば
か
り

の
立
像

り
ゅ
う
ぞ
う

な
る
由よ

し

、
秘
仏
と
し
て
人
に
示
さ

ず
、
前
に
智
証

ち
し
ょ
う

（大
師

だ

い

し

円
珍
）
の
刻
め
る

一
尺
三
寸

さ
ん
ず
ん

の
立
像
を
安あ

ん

ぜ
り

（安
置
す
る
）、 

 

※
不
動
堂
は
、
現
在
の
大
聖
寺
の
本
堂
よ
り
北
側
奥
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

※
こ
こ
で
の
不
動
尊

（不
動
坊
）
の
い
わ
れ
は
他
と
は
多
少
違

っ
て
い
て
、
良
弁
が
相
模
国
の
大
山
で
根
元
の
木
か
ら

「大 

山
根
本
不
動
」
の
像
を

一
体
刻
み
、
そ
れ
を
不
動
坊
と
い
う
僧
侶
が
背
負

っ
て
こ
の
地
に
や

っ
て
来
る
と
不
動
明
王
像 

が
急
に
重
く
な
り
、
「不
動
坊
」
と
か

「不
動
院
」
と
称
す
る
不
動
堂
を
開
山
し
た
と
な
っ
て
い
る
。 

仁
王
門

に
お
う
も
ん 

門
外
に
寛か

ん

保ぽ
う

四
年

（
一
七
四
四
）
の
制
札

せ
い
さ
つ

（立
て
札
）
を
立た

て

り
、 

 
 
 

 
 

※
阿
吽
の
仁
王
像
を
両
側
に
安
置
し
た
現
在
の
惣
門 

 

二
天
門

に
て
ん
も
ん 

持じ

国こ
く

・
毘
沙
門

び
し
ゃ
も
ん

の
二
像
を
安
ず

（安
置
す
る
）、 

 

※
不
動
堂

（現
在
の
本
堂
に
あ
た
る
）
と
仁
王
門

（現
在
の
惣
門
）
の
間
に
あ
っ
た
門
、
明
治
二
十
二
年
十
月
九
日
の
門

前
町
内
の
山
崎
屋
で
出
火
し
、
周
辺
十
七
軒
を
焼
き
尽
く
す
と
と
も
に
、
飛
び
火
が
二
天
門
に
移
り
焼
失
し
た
。
二
天

門
の
み
の
被
害
で
済
ん
だ
よ
う
だ
。 

な
お
明
治
二
十
八
年
七
月
に
は
不
動
堂
か
ら
出
火
し
、
仁
王
門
を
残
し
て
ほ
ぼ
全
焼
し
た
。 

 

 
 
 

 

裏
門

う
ら
も
ん 

 

真し
ん

大
山

た
い
さ
ん

の
額
を
か
ゝ

（掲
）
ぐ
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

※
松
平
定
信
直
筆
と
言
わ
れ
る

「真
大
山
」
の
額
は
現
在
は
惣
門
に
飾
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

こ
こ
で
は
定
信
直
筆
に
つ
い
て

一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
。 

※
裏
門
は
元
荒
川
側
に
あ
っ
た
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
越
ヶ
谷
駅

（現

・
北
越
谷
駅
）
か
ら
吉
川
行
の
乗
合

馬
車
が
運
行
し
て
い
た

（後
に
乗
合
自
動
車
も
競
合
）
が
、
裏
門
が
そ
の
停
留
所
で
あ
っ
た
。
そ
ば
に
は
不
動

の
渡
し
が
あ
っ
た
。 



 
 
 

 

経

堂

き
ょ
う
ど
う 

 
 

 
 
 

鐘

楼

し
ょ
う
ろ
う 

 

明
和

め

い
わ

三
年

（
一
七
六
六
）
鋳
造
の
鐘
を
か

（懸
）
く
、 

 
 

 
 

東
照
宮

と
う
し
ょ
う
ぐ
う

御
宮

お

み

や 

昔
は
御
太
刀

お

た

ち

を
御
神
体

ご

し
ん
た

い

と
せ
し
が
、
延
宝

え
ん
ぽ
う

六
年

（
一
六
七
八
）
御
木
像

ご
も
く
ぞ
う

を
安
置
し

奉
た
て
ま
つ

る
と
云い

う

、
其そ

の

時
、
記し

る

せ
し
も
の
あ
り
、
左さ

の
如

ご
と
し

、 

 
 
 
 
 
 

奉
建
立 

 
 
 
 

東
照
権
現
宮 

 
 

一
宇 

 
 
 
 

東
照
権
現
御
在
世
日
、
寄
高
駕
於
大
聖
密
寺
、
寺
領
六
十
石
御
寄
附
、
是
其
由
緒
也
、 

依
之
小
僧
晨
夕
欲
奉
安
置
尊
容
、
無
衣
鉢
之
可
捨
因
循
、
至
于
今
幸
予
領
御
祈
祷
所
、 

且
今
年
征
夷
大
将
軍
右
大
臣
源
家
綱
公
、
有
御
子
孫
繁
昌
之
御
願
、
以
為
奉
令
終
御
願
如
左
、 

 

延
宝
六
戊
午
年
六
月
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

願
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知
足
院
第
十
五
世
法
印
尊
如 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
聖
寺
第
九
世
法
印 

観
如 

 
 
 

天て
ん

神じ
ん

社 

愛
宕

あ

た

ご

社 
 

 

弁
天

べ
ん
て
ん

社 
 

 

秋
葉

あ

き

ば

社 
 

 

太
子

た

い

し

堂 
 

 

地
蔵

じ

ぞ

う

堂 

 
 

 

※
現
在
の
大
聖
寺
の
北
西
隣
の

「地
蔵
堂
」
墓
地
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 

別
当

べ
っ
と
う

大
聖
寺

だ
い
し
ょ
う
じ 

新
義
真
言
宗
、
京
都
醍
醐
三
宝
院

さ
ん
ぼ
う
い
ん

の
末ま

つ

、
真し

ん

大
山

た
い
さ
ん

と
号
す
、
開
山

か
い
さ
ん

僧そ
う

不
動
坊
、
中

興

ち
ゅ
う
こ
う 

開
基

か

い
き

定

伝

じ
ょ
う
で
ん

、
後の

ち

、
柿
木
村

か
き
の
き
む
ら

東
漸
院

と
う
ぜ
ん
い
ん

に
隠
棲

い
ん
せ
い

せ
り
と
、
共
に
寂

じ
ゃ
く

年ね
ん

を
つ
た

へ
え

ず
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

※
大
聖
寺
は
、
不
動
堂
の
別
当
寺
で
あ
る
。 

什
じ
ゅ
う

宝ほ
う 

御
太
刀

た

ち

一
ひ
と
つ 

前
の
縁
起
に
い
へ

え

る
御
太
刀
な
り
と
云
、
長

一
尺
八
寸
五
分
、
白
鞘

し
ら
さ
や

な
り
、 

 

※
慶
長
５
年 

（
一
六
〇
〇
）
、
家
康
が
小
山
か
ら
関
ヶ
原
に
向
か
う
途
中
に
大
聖
寺
に
立
ち
寄
り
、
戦
勝
祈
願
を
し
た
と
き
に

使
っ
た
太
刀
。
長
さ
五
十
六

㎝
と
い
う
。 



 
 

唐

頭

か
ら
が
し
ら

（「獅
子
頭

し
し
が

し
ら

」
の
こ
と
か
）

一
ひ
と
つ 

村
民

某
な
に
が
し

納
め
し
所
な
れ
ど
も
、
其そ

の

来
由

ら

い

ゆ

詳
つ
ま
び
ら
か

な
ら
ず
、 

 
 

塔

頭

た
っ
ち
ゅ
う 

利
生
院

り
し
ょ
う
い
ん 

本
尊
十

一
面
観
音
を
安
ず

（安
置
す
る
）、 

 
 
 
 

 
※
現
在
の
相
模
町
六
丁
目
の
十

一
面
観
音
堂
あ
た
り
に
あ
っ
た
。 

道ど
う

照
し
ょ
う

庵あ
ん 

今
廃
す
、 

 ○
安
養
院

あ
ん
よ
う
い
ん 

大
悲
山
と
号
す
、
本
尊
大
日

だ
い
に
ち

な
り
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

天
神
社 

 

三
峯
社 

 

 
 
 
 

※
安
養
院
は
、
西
方
の
十

一
面
観
音
堂
の
裏
側
北
方
の
地
の
一
帯
に
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

安
養
院
住
職
が
祈
祷
寺
の
大
聖
寺
に
代
っ
て
葬
儀
な
ど
を
執
り
行
っ
た
と
伝
わ
る
。 

 
 
 
 

 

※

「同
断

ど
う
だ
ん

（真
言
宗
）
同
断

（西
方
村
）
本
尊

ほ
ん
ぞ
ん

大
日
如
来

だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い

、
開
山

か
い
さ
ん

不
知

し

ら

ず

、
山
号

さ
ん
ご
う

大
悲
山

だ

い
ひ
さ

ん

、
境
内

け
い
だ
い

天て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ

・

三
ツ
峯

み

つ

み

ね

社し
ゃ

御
座
候

ご
ざ
そ
う
ろ
う

、
」
（「越
谷
市
史
三 

史
料

一
」

一
六
三
頁
よ
り
） 

〇
福
寿
院

ふ
く
じ
ゅ
い
ん 

本
尊
阿
弥
陀
、 

稲
荷
社 

 
 
 
 

※
福
寿
院
は
、
藤
塚
バ
ス
停
の
北
方
に
あ
る
墓
地
あ
た
り
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
あ
る
稲
荷
社
の
敷
地
は 

も
と
は
日
枝
神
社
の
所
有
す
る
敷
地
だ
っ
た
と
い
う
（秋
山
幸

一
氏
談
）。
山
号
は
「稲
荷
山
」
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※

「真
言
宗

し
ん
ご
ん
し
ゅ
う

西
方

に
し
か
た

村む
ら

大
聖
寺

だ
い
し
ょ
う
じ

末ま
つ

、
本
尊

ほ
ん
ぞ
ん

大
日

だ
い
に
ち

、
開
山

か
い
さ
ん

不
知

し

ら

ず

、
山
号

さ
ん
ご
う

稲
荷
山

い
な

り
さ

ん

、
境
内

け
い
だ
い

ニ
稲
荷
社

い
な

り

し

ゃ

壱
ヶ
所

い

っ
か

し

ょ

」
（「越 

谷
市
史
三 

史
料

一
」

一
六
三
頁
よ
り
） 

 
 
  

 
 

○
正
福
院

し
ょ
う
ふ
く
い
ん 

本
尊
薬
師
、
以
上
の
三
寺
は
大
聖
寺
の
末
な
り
と
云
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

※

「同
断

ど
う
だ
ん

（真
言
宗
）
同
断

（西
方
村
）
本
尊

ほ
ん
ぞ
ん

薬
師

や

く

し

、
開
山

か
い
さ
ん

不
知

し

ら

ず

、
山
号

さ
ん
ご
う

な
し
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

境
内
社
な
し
、
」
（「越
谷
市
史
三 

史
料

一
」

一
六
三
頁
よ
り
） 

 
 
 
 
  

○
知
性
院

ち
し
ょ
う
い
ん 

大
聖
寺
の
門
徒
な
り
、
本
尊
は
阿
弥
陀
、 

八
幡
社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
知
性
院
は
日
枝
神
社
の
西
方
に
あ
る
相
模
町
六
ー
四
六
三
の
石
垣
家
は
屋
号
が

「知
性
院
」
と
か 

「八
幡
様
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
地
に
知
性
院
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
そ
の
知
性
院
の
八
幡 

社
と
金
毘
羅
社
が
今
日
ま
で
大
事
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
特
に
八
幡
社
は
毎
月

一
日
と
十
五
日
に
地 

元
の
人
々
よ
り
日
枝
神
社
の
お
参
り
後
に
こ
こ
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
は
金
子
家
の
お
し
ゃ 

も
じ
様

（現
在
は
な
い
）
、
最
後
に
不
動
尊
と
の
参
詣
が
見
ら
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※

「同
断

ど
う
だ
ん

（真
言
宗
）
同
断

（西
方
村
）
本
尊

ほ
ん
ぞ
ん

阿
弥
陀

あ

み

だ

、
同
断

（開
山
不
知
）
、
山
号
な
し
、
境
内

け
い
だ
い

八
幡
社

は
ち
ま
ん
し
ゃ

・

 

金
比

こ

ん

ぴ

羅ら

社し
ゃ

御
座
候

ご
ざ
そ
う
ろ
う

、
」
（「越
谷
市
史
三 

史
料

一
」

一
六
三
頁
よ
り
） 

 
 
 
 
 
 

○
金
剛
寺

こ
ん
ご
う

じ 

同
宗

（新
義
真
言
宗
）、
瓦
曽
根
村
照
蓮
院
末
、
本
尊
大
日
な
り
、 

稲
荷
社 



※
相
模
町
六
―
四
九
四
の
岸
野
家
の
南
西
角
地
に
あ
る
地
蔵
堂
の
北
側

一
帯 

に
あ
っ
た

（現
地
の
聞
き 

取
り
調
査
）。 

※

「真
言
宗

し
ん
ご
ん
し
ゅ
う

瓦
か
わ
ら

曽
根

そ

ね

照
し
ょ
う

蓮
院

れ
ん
い
ん

末ま
つ

、
本
尊

ほ
ん
ぞ
ん

大
日

だ
い
に
ち

、
開
山

か
い
さ
ん

不
知

し

ら

ず

、
山
号
無
し
、
境
内

け
い
だ
い

稲
荷

い

な

り

社し
ゃ

御
座
候

ご
ざ
そ
う
ろ
う

、
」 

（「越
谷
市
史
三 

史
料

一
」

一
六
三
頁
よ
り
） 

 

 
 
 
 
 

○
大
徳
寺

だ

い
と
く
じ 

同
宗

（新
義
真
言
宗
）
、
末
田
村
金
剛
院
門
徒
、
本
尊
は
阿
弥
陀
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

※
相
模

一
丁
目

一
九

一
の
丸
喜
酒
店
の
北
西
の
墓
地
あ
た
り
に
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※

「真
言
宗

し
ん
ご
ん
し
ゅ
う

岩
槻
領

い
わ
つ
き
り
ょ
う

末
田
村

す

え

だ

む
ら

金
剛

こ
ん
ご
う

寺

（「院い
ん

」
の
誤
）
末ま

つ

、
本
尊

ほ
ん
ぞ
ん

阿あ

弥み

太だ

、
開
山

か
い
さ
ん

不
知

し

ら

ず

候
そ
う
ろ
う

、
山
号

さ
ん
ご
う

宝
樹
山

ほ
う
じ
ゅ
さ
ん

、 

境
内

け
い
だ
い

稲
荷
社

い
な

り

し

ゃ

壱
ヶ
所

い

っ
か

し

ょ

」
（「越
谷
市
史
三 

史
料

一
」

一
六
二
頁
よ
り
） 

 
 
 
 

 
 

○
不
動
堂

ふ
ど
う
ど
う 

大
聖
寺

だ
い
し
ょ
う
じ

の
持も

ち

、 

 
 
 
 

 
 
 

※
江
戸
時
代
の
不
動
堂
は
、
現
在
の
大
聖
寺
本
堂

（不
動
堂
）
よ
り
少
し
北
側
奥
に
あ
っ
た
。 

 
 
 
 

 
 

○
閻
魔
堂

え

ん
ま
ど
う 

村
民
の
持
、
下
二
堂

（観
音
堂
、
勢
至
堂
）
同
じ
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

※
西
方
山
野

さ

ん

や

の
閻
魔
堂
は
、
八
条
用
水
に
架
か
る
閻
魔
堂
橋
の
南
東
に
あ
る
。 

 
 
 
 

 
 

○
観
音
堂

か
ん
の
ん
ど
う 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
西
方
番
場

ば

ん

ば

の
観
音
堂
は
、
相
模
町
六
丁
目
の
番
場
自
治
会
館
あ
た
り
に
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斎
藤

「五
郎
兵
衛
屋
敷
」
内
に
あ
っ
て
、
個
人
持
ち
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

○
勢
至
堂

せ

い
し
ど
う 

 

〇
東
方
村 

 

附
つ
け
た
り

持
添

も
ち
ぞ
え

新
田

し
ん
で
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
八
条
領
に
属
す
る
。 

東
方
村
は
、
郷
名

ご
う
め
い

及
び
用
水
、
江
戸
の
行
程
等
、
前
村

（西
方
村
）
に
同
じ
、
古

い
に
し
え

は
当
村
及
び
西
方

に
し
か
た

・
見み

田た

方か
た

三
村
合

あ
わ
せ

て
大
相
模

お

お
さ

が

み

郷ご
う

と
云い

う

、
其そ

の

内
、
当
村
は
東
の
方か

た

に
あ
る
を
も
て
、
か
く
名
付

な

づ

く

、
と
云い

う

事
は
西
方

に
し
か
た

村
に
弁べ

ん

ず

（西
方
村
で

「西
に
当あ

た

れ
る
」
と
説
明

し
た
こ
と
と
同
じ
の
趣
旨
）
、
民
家
八
十
五
、
南
は
麦
塚

む
ぎ

つ
か

村
、
西
は
西
方

に
し
か
た

村
、
東
は
見み

田
方

た

か

た

村
、
北
は
元
荒
川

も
と
あ
ら
か
わ

を
限
り
、
（対
岸
は
）

増
林

ま
し
ば
や
し

村
な
り
、
東
西
七
町
、
南
北
二
十
五
町
、
細
長
き
村
な
り
、
正
保

し
ょ
う
ほ
う

の
頃

（
一
六
四
四
～
四
七
）
は
小
野

お

の

久
内
知
行

ち
ぎ
ょ
う

に
て
、
後の

ち

、

設
楽

し
が
ら
き

勘か
ん

左ざ

衛
門

え

も

ん

に
か

（替
）
へ

え

賜た
ま

ひい

、
又
元
禄

げ
ん
ろ
く

十

一
年

（
一
六
九
八
）
阿
部
豊
後

ぶ

ん

ご

守
の
か
み

に
賜た

ま

はわ

り
、
今
子
孫

し

そ

ん

（阿
部
）
鉄て

つ

丸ま
る

が
領
分
な

り
、
慶
長
十
七
年

（
一
六

一
二
）
検
地
あ
り
、
後の

ち

寛
永
四
年

（
一
六
二
七
）
新
井
十

じ
ゅ
う

兵
衛

べ

え

・
成
瀬

な

る

せ

権
左
衛
門

ご

ん

ざ

え

も

ん

等
糾た

だ

せ
り

（改
め
直
す
）
、

外ほ
か

に
明
和

め

い

わ

三
年

（
一
七
六
六
）
辻
源
五
郎

げ

ん
ご

ろ
う

が
検

（検
地
）
せ
し
持
添

も
ち
ぞ
え

の
新
田

し
ん
で
ん

あ
り
、
こ
ゝ
は
御
代
官
所

お
だ

い
か
ん
し
ょ

な
り
、 

高
札
場

こ
う
さ

つ
ば 

 

西
の
方か

た

に
あ
り
、 



 
小
名

こ

な 
 

山
谷

さ

ん

や

村 

元
禄
国
図
に
は
、
東
方
村
の
内う

ち

山
谷
村
と
書か

き

し
、
別
に
載
せ
た
れ
ど
、
今
は
全
く
小
名

こ

な

に
て
、
別
に

一
区
を 

な
せ
し
も
の
に
は
あ
ら
ず
、 

            

   

※
現
在
の
川
柳
地
区
に
あ
る

「上
谷

う

わ

や

」
の
地
域
が
か
つ
て
の
山
谷

さ

ん

や

村
で
あ
る
。 

 

前
頁
の
図
中
の

「普
門
院
」
は
、
現
在
の
上
谷
墓
地
そ
ば
に
あ
っ
た
寺
院
。
上
谷
墓
地
北
隣
の
道
路
を
隔
て
た
北
側
の 

駐
車
場
の
地
で
あ
る
。
ま
た
、
図
中
の
普
門
院
そ
ば
の
「稲
荷
」
社
は
、
上
谷
の
鎮
守
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
山
谷
村

（現
・

 

上
谷
）
は
東
方
村
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 

※
次
の
石
仏
は
上
谷
の
稲
荷
社
に
置
か
れ
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
下
に

「山
谷
村
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の 

地
が

「山
谷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
貴
重
な
石
仏
で
あ
る
。 

              

元
荒
川

も
と
あ
ら
か
わ 

 

北
の
方か

た

を
流
る
、
川
幅
二
十
五
間
ば
か
り
、 

久ひ
さ

伊
豆
社

い

ず

し

ゃ 

村
の
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

、
安
楽
院

あ
ん
ら
く
い
ん

の
持も

ち

、 

末
社 

稲
荷 

天
神 

八条領西袋村小沢家文書「東方村・見田方村絵図」 



 
 
 
 
 

○
浅
間
社

せ
ん
げ
ん
し
ゃ 

村
民
の
持も

ち

、
下
三
社

（神
明
社

・
稲
荷
社
二
宇
）
同
じ
、 

 
 
 
 

 
 

※
東
埼
玉
道
路
の
東
方
、
大
成
町
八
丁
目
の
東
西
の
土
手
道
か
ら
元
荒
川
水
管
橋
に
向
け
て
下
っ
て
い
る
道
路
の 

五
十
メ
ー
ト
ル
先
西
側
沿
い
に
あ
っ
た

（現
地
の
聞
き
取
り
調
査
）。 

 
 
 
 
 

○
神
明
社

し
ん
め
い
し
ゃ 

 

末
社 

稲
荷 

疱
瘡

ほ
う
そ
う

神が
み 

 
 
 
 
 

○
稲
荷

い
な

り

社し
ゃ

二
宇う 

安
楽
院 

新
義
真
言
宗
、
西
方
村
大
聖
寺
末ま

つ

、
山
号
本
寺
に
同
じ

（「真し
ん

大
山

た
い
さ
ん

」）
と
云い

う

、
所
以

ゆ

え

ん

を
知
ら
ず
、
下
の
二
寺

（薬
王
院

・
観
音 

寺
）
同
じ

（山
号

「真し
ん

大
山

た
い
さ
ん

」）、
本
尊
は
阿
弥
陀
な
り
、 

※
東
方

ひ
が
し
か
た

村
の
南
馬
場
自
治
会
館
よ
り
北
方
八
十
メ
ー
ト
ル
先
に
安
楽
院
の
墓
地
の
名
残
が
あ
る
。
安
楽
院
の
本
堂 

は
、
そ
れ
よ
り
北
西
五
十

ｍ
先
に
あ
っ
た
。 

○
薬や

く

王お
う

院

（「薬
王
寺
」
の
誤
り
） 

同

（大
聖
寺
）
末
、
本
尊
薬
師
、 

※
南
馬
場
自
治
会
館

（現

・
「薬
師
堂
」）
よ
り
西
北
西
百

ｍ
先
に
あ
っ
た
。
そ
の
南
側

一
帯 

が
境
内
地
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 

 

○
観
音
寺

か
ん

の
ん
じ 

同ど
う

（大
聖
寺
）
末ま

つ

、
本
尊
観
音
、 

※
大
相
模
小
学
校
入
口
バ
ス
停
の
北
方
に
あ
る
観
音
寺
。 

 

 
 
 
 

 

○
玉
蔵
院

ぎ
ょ
く
ぞ
う
い
ん 

是こ
れ

も
同ど

う

（大
聖
寺
）
末ま

つ

に
て
開
玉
山
弥
陀
寺

み

だ

じ

と
云い

う

、
本
尊
は
阿
弥
陀
、 

 
 
 
 

 
 

※
大
相
模
小
学
校
入
口
バ
ス
停
の
南
方
に
あ
る
墓
地
が
跡
地
で
あ
る
。 

 

〇
普
門
院

ふ
も
ん

い
ん 

同
宗

（新
義
真
言
宗
）
、
柿
木

か
き
の
き

村
東
漸
寺

と
う
ぜ

ん
じ

末ま
つ

、
光
明
山

こ
う
み
ょ
う
さ
ん

不
動
坊
蓮
華
寺

れ

ん

げ

じ

と
称
す
、 

本
尊
不
動
、 

 
 
 
 

 
 
 

※
現
在
の
上
谷

う

わ

や

墓
地
あ
た
り
に
あ
っ
た
。 

 
 
 
 

 

○
阿
弥
陀
堂

あ

み

だ

ど

う 

村
民
の
持も

ち

、
下

（地
蔵
堂
）
同
じ
、 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

○
地
蔵
堂

じ
ぞ
う
ど
う 

 
 
 
 
 

※
大
相
模
小
学
校
の
南
西
の
隣
に
あ
る

「地
蔵
堂
」
墓
地
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 
 

 

○

十
じ
ゅ
う

王
堂

お
う
ど
う 

 

安
楽
院
の
持も

ち

、 

 
 

 
 

 
 

※
南
馬
場
自
治
会
館
前
の
墓
地
は
、
十
王
堂
の
墓
地
跡
で
あ
る
。
十
王
堂
の
本
堂
は
、
こ
こ
よ
り
北
北
西
五
十
五

ｍ



先
に
あ
っ
た
十
王
堂
の
集
会
所

（現
在
空
地
）
の
地
で
あ
ろ
う
。 

 

 
 
 
 

 
○
阿
弥
陀
堂

あ

み

だ

ど

う 

玉
蔵
院
の
持も

ち

、 

  

〇
見み

田
方

た

か

た

村 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
八
条
領
に
属
す
る
。 

見
田
方
村
は

古
い
に
し
え

当
村
及
び
西
方

に
し
か
た

・
東

ひ
が
し

方か
た

三
村
合

あ
わ
せ

て
大
相
模
郷
と
唱
ふう

、
因よ

り

て
今
も
此こ

の

郷
名

ご
う
め
い

を
被

こ
う
む

る
と
云い

う

事
は
西
方
村
に
弁べ

ん

ず
、

江
戸
よ
り
の
行
程
六
里
、
民
家
五
十
九
、
東
は
南な

ん

百ど

村
、
西
は
東
方

ひ
が
し
か
た

村
、
南
は
麦
塚

む
ぎ

つ
か

村
、
北
は
元
荒
川
を
隔
て
ゝ
増ま

し

森も
り

村
に
界さ

か

へ
え

り
、

東
西
七
町
、
南
北
九
町
余
、
当
所
も
阿
部
鉄
丸
が
領
分
に
て
、
寛
永
四
年

（
一
六
二
七
）
稲
生

い

な

お

清せ
い

兵
衛

べ

え

・
小
河

お

が

わ

加
右

か

え

衛
門

も

ん

検
地
せ
り
、 

 

※

「小
河
」
の
読
み
は

「お
が
わ
」
か

「お
ご
う
」
か
。 

高
札
場

こ
う
さ

つ
ば 

 

南
の
方か

た

に
よ
り
て
あ
り
、 

元
荒
川

も
と
あ
ら
か
わ 

 

北
の
方か

た

を
流
る
、
当
領

（八
条
領
）
と
新
方

に
い
が
た

領
の
界

さ
か
い

な
り
、
幅
は
二
十
五
間

許
ば
か
り

、
川
に
そ
ひい

て 

堤
つ
つ
み

あ
り
、 

天
王
社

て
ん
の
う
し
ゃ 

村
の
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

な
り
、
来ら

い

福
寺

ふ

く

じ

の
持も

ち

、 

末
社 

稲
荷 

天
神 

 
 
 
 

※
現
在
、
地
元
で
は

「八
坂
神
社
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

 

浄
音
寺

じ
ょ
う
お
ん
じ 

浄
土
宗
、
京
都
智ち

恩
院

お
ん
い
ん

末ま
つ

、
解
脱
山

げ
だ

つ
さ
ん

保ほ

鏡

院

き
ょ
う
い
ん

と
称
す
、
元
は
西
方
山
蓮
華
院

れ
ん
げ

い
ん

浄
じ
ょ
う

香
寺

こ
う

じ

と
云い

う

、
天て

ん

正
し
ょ
う

十
九
年

（
一
五
九

一
）

よ
り
寺
領
十
石

じ
っ
こ
く

を
賜た

ま

ふう

、
開
山

か
い
さ
ん

解
脱

げ

だ

つ

阿
存そ

ん

保ぽ

、
文ぶ

ん

禄ろ
く

三
年

（
一
五
九
四
）
十
月
十
五
日
示
寂

じ
じ
ゃ
く

、
開
基

か

い
き

は
宇う

田だ

長
左

ち
ょ
う
ざ

衛
門

え

も

ん

と
云い

う

、

法
諡

ほ

う

し

（
諡

お
く
り
な

）
卒そ

つ

年ね
ん

（死
亡
年
）
を
失
ふう

、
さ
れ
ど
伝
燈
総
系
譜

け

い
ふ

、
存そ

ん

保ぽ

は
、
武
州

ぶ
し
ゅ
う

足
立

あ

だ

ち

郡
ご
お
り

人
姓
宇
田

う

だ

氏し

、
浄
音
寺
開
山
た

る
よ
し
を

（伝
燈
総
系
譜
に
）
の

（載
）
す
、
因よ

り

て
思
ふう

に
長
左
衛
門
は
、
存
保
の
一
族
に
て
、
力
を
合
せ
当
寺
を
建

立

こ
ん
り
ゅ
う 

せ
し
な
る
べ
し
、
又
、
名
主
圭
蔵

け
い
ぞ
う

も
宇
田
氏
な
れ
ば
、
是こ

れ

等ら

の
子
孫
な
る
べ
け
れ
ど
、
其そ

の

詳
つ
ま
び
ら
か

な
る
こ
と
を
伝

へ
え

ず
、
本
尊 

は
阿
弥
陀

あ

み

だ

を
安
ぜ
り

（安
置
す
る
）、 

※
浄
音
寺
の
開
山

（天
正
年
間
か
）
は
宇
田
存
保
で
、
開
基
は
宇
田
長
左
衛
門
、
共
に
宇
田

一
族
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
。
宇
田 

家
は
忍
藩
柿
ノ
木
領
八
ヶ
村
の
割
役
（わ
り
や
く
）
名
主
を
勤
め
た
家
柄
で
、
現
在
の
大
相
模
小
学
校
の
正
門
北
側
、
道
路
を 

隔
て
た
所
の
西
側
寄
り
に
長
屋
門
が
あ
っ
た
。 

鐘

楼

し
ょ
う
ろ
う 

 

近
年
の
鋳

造

ち
ゅ
う
ぞ
う

な
り
、 

八
幡
社

は
ち
ま
ん
し
ゃ 

 

 



〇
東
陽
寺

と
う
よ
う

じ

（「東
福
寺
」
の
誤
り
か
） 

前
寺

（浄
音
寺
）
の
末ま

つ

、
本
尊
阿
弥
陀
、 

 
※
見み

田
方

た

か

た

飯
島
の

「東
福
寺
」
の
誤
り
か
。
東
福
寺
は
、
現
在
の
吉
川
県
道
の
大
成
町
交
差
点
の
南
東
角
に
あ
る 

東
福
会
館
あ
た
り
で
あ
る
。 

 〇
来ら

い

福
寺

ふ

く

じ 
新
義
真
言
宗
、
末
田
村

す
え
だ
む
ら

金
剛
院
門
徒
、
雷
電
山

ら
い
で
ん
さ
ん

と
号
す
、
本
尊
虚
空
蔵

こ
く
う
ぞ
う

な
り
、 

 

※
八
坂
神
社
の
北
東
に
あ
る
墓
地
あ
た
り
が
来
福
寺
の
跡
地
で
あ
る

（現
地
の
聞
き
取
り
）。 

 

〇
薬
師
堂

や

く
し
ど
う 

村
民
の
持
、
下

（観
音
堂
）
同
じ
、 

 

○
観
音
堂

か
ん
の
ん
ど
う 

※
大
相
模
交
番
の
西
方
、
吉
川
県
道
沿
い
の
斉
藤
商
店
自
動
車
整
備
工
場
の
道
路
反
対
側
か
ら
奥
に
入
っ
た
所
に 

あ
る
。
こ
こ
が
観
音
堂
の
地
で
あ
ろ
う
。 

 

資
料 

江
戸
初
期
の

「大
相
模
村
」
の
存
在
を
し
め
す
唯

一
の
石
塔

（こ
の
石
塔
は
墓
地
整
理
時
に
所
在
不
明
と
な
る
） 

                      



 



 



 

 

作
成 

加
藤
幸

一 





 


